
診療日の午前７時45分から11時まで、内科外来で受け
付けています。対象者は15歳以上（中学生を除く）で、費
用は税込みで4,400円です。市の助成対象者は予診票を
ご持参ください。 ※早期終了する場合があります。

旭中央病院附属
看護専門学校生を募集します
募集人員／●１次：約10〜20人　●２次：若干名
願書受付期間／●１次：12月14日（火）〜令和４年１月
７日（金）必着　●２次：令和４年１月20日（木）〜２月
14日（月）必着
試験日／●１次：１月14日（金）・15日（土）　●２次：２
月18日（金）・19日（土）
受験資格／●高等学校卒業、または同等以上の資格を有
する人　●令和４年３月に高等学校を卒業見込みの人
試験科目／国語（国語総合（古文・漢文除く）・現代文）、
コミュニケーション英語Ⅰ、数学Ⅰ、面接（筆記試験合
格者のみ）
※くわしい内容は看護学校ホームページをご

覧ください。

年末年始の診療案内
　一般外来の休診日は下表の通りです。救急外来は休診
期間も診療します。
　例年、年末の救急外来は大変混雑します。診察は受け
付け順ではなく重症者が優先される場合もありますので
ご理解ください。

インフルエンザワクチン接種について
　11月からインフルエンザの予防接種を開始しました。
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　寒い日が続き、空気が乾燥してくると、風邪やイン
フルエンザなどの感染症が増えてきます。特に高齢者
は重症化しやすく、肺炎は日本人の死因の第５位（令和
２年厚生労働省調べ）となっています。
高齢者の肺炎の特徴
◦咳、発熱などの症状がはっきり現れず、具合が悪い

ことに本人も周りも気付きにくい。
◦もともとの持病が悪化したり、体力が低下して歩け

なくなったりと、心身への影響が大きい。
◦飲み込む力が低下してくるため、唾液や食べ物など

を誤
ご

嚥
えん

し、細菌が肺の中に入って炎症を起こす「誤
嚥性肺炎」を起こしやすい。
感染症や重症化の予防対策
◦マスクを着用する、人混みを避ける、手洗いをする

などの基本的な感染予防対策をする。
◦微熱がある、食欲が落ちた、何となく元気がないな

どの症状があるときは、無理せず体を休ませる。症
状が続くときはかかりつけ医に相談する。

◦規則正しい生活や十分な睡眠、バランスの取れた食
事により、体力・免疫力を高める。

◦たばこは肺の働きを低下させ、病気が重症化しやす
くなるので、禁煙する。

◦歯磨きや義歯の手入れにより、口の中の細菌を減ら
し、誤嚥性肺炎を予防する。
アドバイス
　体力づくりのための散歩や筋トレ、飲み込む力をつ
けるための舌やお口の体操を行い、感染症に負けない
体をつくりましょう。

　【高齢者福祉課保健師】

高齢者の肺炎予防

健康ワンポイントアドバイス

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

旭中央病院便り 112
vol.

Healthy Square
健康ひろば
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